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(57)【要約】
【課題】貨幣処理装置内の貨幣の枚数が少なくなったこ
とを目立たせる。
【解決手段】少なくとも出金処理が可能な貨幣処理装置
１００，２００は、金種別に貨幣を収納する金種別収納
部１６１，２６１と、ある金種の金種別収納部１６１，
２６１に収納された貨幣の枚数が、設定された閾値以上
であるか否かについて判断する制御部１０と、制御部１
０がある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納され
た貨幣の枚数を閾値以上であると判断した場合と閾値未
満であると判断した場合とで、当該ある金種の在高に関
する情報を異なる態様で表示する表示部４０と、を備え
ている。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも出金処理が可能な貨幣処理装置において、
　金種別に貨幣を収納する金種別収納部と、
　ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が、設定された閾値以上であるか
否かについて判断する制御部と、
　前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数を前記閾値以上
であると判断した場合と前記閾値未満であると判断した場合とで、当該ある金種の在高に
関する情報を異なる態様で表示する表示部と、
　を備えたことを特徴とする貨幣処理装置。
【請求項２】
　前記制御部が、前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が前記閾値以
上であると判断した場合には、前記表示部は当該ある金種の在高に関する文字情報を表示
せず、
　前記制御部が、前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が前記閾値未
満であると判断した場合には、前記表示部は当該ある金種の在高に関する文字情報を表示
することを特徴とする請求項１に記載の貨幣処理装置。
【請求項３】
　前記制御部が、前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が前記閾値以
上であると判断した場合には、前記表示部は当該ある金種の在高に関するグラフを表示し
、
　前記制御部が、前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が前記閾値未
満であると判断した場合には、前記表示部は当該ある金種の在高に関するグラフを表示し
ないことを特徴とする請求項１又は２のいずれかに記載の貨幣処理装置。
【請求項４】
　前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が前記閾値以上
であると判断した場合と前記閾値未満であると判断した場合とで、当該ある金種に関する
情報又は当該ある金種に関する情報を表示する領域の背景を前記表示部が異なる色で表示
することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の貨幣処理装置。
【請求項５】
　前記制御部が、前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が前記閾値以
上であると判断した場合には、前記表示部は当該ある金種の在高に関する情報を表示せず
、
　前記制御部が、前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が前記閾値未
満であると判断した場合には、前記表示部は当該ある金種の在高に関する情報を表示する
ことを特徴とする請求項１に記載の貨幣処理装置。
【請求項６】
　前記在高に関する情報は、在高に関する文字情報を含むことを特徴とする請求項５に記
載の貨幣処理装置。
【請求項７】
　前記制御部が、前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が前記閾値以
上であると判断した場合には、前記表示部は当該ある金種の補充処理に関する情報を表示
せず、
　前記制御部が、前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が前記閾値未
満であると判断した場合には、前記表示部は当該ある金種の補充処理に関する情報を表示
することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の貨幣処理装置。
【請求項８】
　前記閾値は、第一閾値と、前記第一閾値よりも小さな第二閾値とを含み、
　前記制御部が、前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数を、前記第一
閾値以上であると判断した場合、前記第一閾値未満であって前記第二閾値以上であると判
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断した場合、及び、前記第二閾値未満であると判断した場合の各々で、前記表示部におけ
る表示態様が異なることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の貨幣処理装
置。
【請求項９】
　前記閾値は、第一閾値と、前記第一閾値よりも小さな第二閾値とを含み、
　前記閾値が前記第一閾値であることを特徴とする請求項２、３及び５乃至７のいずれか
１項に記載の貨幣処理装置。
【請求項１０】
　通常処理モードにおいて、前記制御部は、ある金種の前記金種別収納部に収納された貨
幣の枚数が、設定された閾値以上であるか否かについて判断し、
　前記通常処理モードにおいて、前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納さ
れた貨幣の枚数を前記閾値以上であると判断した場合と前記閾値未満であると判断した場
合とで、当該ある金種の在高に関する情報を前記表示部が異なる態様で表示することを特
徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の貨幣処理装置。
【請求項１１】
　前記通常処理モードにおいて、前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納さ
れた貨幣の枚数が前記閾値以上であると判断した場合に、前記表示部は、当該ある金種の
前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数に関する文字情報を表示しない、又は、グラフ
を表示し、
　前記通常処理モードにおいて、前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納さ
れた貨幣の枚数が前記閾値未満であると判断した場合に、前記表示部は、当該ある金種の
前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数に関する文字情報を表示する、又は、グラフを
表示しないことを特徴とする請求項１０に記載の貨幣処理装置。
【請求項１２】
　補充処理モードにおいて、前記制御部は、ある金種の前記金種別収納部に収納された貨
幣の枚数が、設定された閾値以上であるか否かについて判断し、
　前記補充処理モードにおいて、前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納さ
れた貨幣の枚数を前記閾値以上であると判断した場合と前記閾値未満であると判断した場
合とで、当該ある金種の在高に関する情報を前記表示部が異なる態様で表示することを特
徴とする請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の貨幣処理装置。
【請求項１３】
　前記補充処理モードにおいて、前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納さ
れた貨幣の枚数が前記閾値以上であると判断した場合に、前記表示部は、当該ある金種の
前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数に関する在高情報を表示せず、
　前記補充処理モードにおいて、前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納さ
れた貨幣の枚数が前記閾値未満であると判断した場合に、前記表示部は、当該ある金種の
前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数に関する在高情報を表示することを特徴とする
請求項１２に記載の貨幣処理装置。　
【請求項１４】
　金種別に貨幣を収納する金種別収納部を有し、少なくとも出金処理が可能な貨幣処理装
置を含む貨幣処理システムであって、
　ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が、設定された閾値以上であるか
否かについて判断する制御部と、
　前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数を前記閾値以上
であると判断した場合と前記閾値未満であると判断した場合とで、当該ある金種の在高に
関する情報を異なる態様で表示する表示部と、
　を備えることを特徴とする貨幣処理システム。
【請求項１５】
　金種別に貨幣を収納する金種別収納部を有し、少なくとも出金処理が可能な貨幣処理装
置を用いた処理方法において、
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　制御部によって、ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が、設定された
閾値以上であるか否かについて判断することと、
　表示部によって、前記ある金種の在高に関する情報を表示することと、
　を備え、
　前記表示部は、前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数
を前記閾値以上であると判断した場合と前記閾値未満であると判断した場合とで、当該あ
る金種の在高に関する情報を異なる態様で表示することを特徴とする処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、貨幣を処理する貨幣処理装置、貨幣処理システム及び処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、貨幣の処理を行う貨幣処理装置であって、様々な情報を表示する表示部を備
えたものが知られている（例えば、特許文献１参照）。特許文献１では、操作表示部に硬
貨処理装置及び紙幣処理装置に収納された硬貨及び紙幣の金種毎の枚数が、文字情報及び
インジケータを用いて常時表示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－１０１５４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１で開示された貨幣処理装置のように、硬貨処理装置及び紙幣
処理装置に収納された硬貨及び紙幣の金種毎の枚数が文字情報及びインジケータを用いて
常時表示されていると、貨幣処理装置内の貨幣の枚数が少なくなってしまい補充が必要に
なってしまった場合等であっても、その情報が目立たなくなってしまう。
【０００５】
　本発明は、このような点を鑑みてなされたものであり、貨幣処理装置内の貨幣の枚数が
少なくなったことを目立たせることができる貨幣処理装置、貨幣処理システム及び処理方
法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明による貨幣処理装置は、
　少なくとも出金処理が可能な貨幣処理装置であって、
　金種別に貨幣を収納する金種別収納部と、
　ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が、設定された閾値以上であるか
否かについて判断する制御部と、
　前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数を前記閾値以上
であると判断した場合と前記閾値未満であると判断した場合とで、当該ある金種の在高に
関する情報を異なる態様で表示する表示部と、
　を備える。
【０００７】
　本発明による貨幣処理装置において、
　前記制御部が、前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が前記閾値以
上であると判断した場合には、前記表示部は当該ある金種の在高に関する文字情報を表示
せず、
　前記制御部が、前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が前記閾値未
満であると判断した場合には、前記表示部は当該ある金種の在高に関する文字情報を表示
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してもよい。
【０００８】
　本発明による貨幣処理装置において、
　前記制御部が、前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が前記閾値以
上であると判断した場合には、前記表示部は当該ある金種の在高に関するグラフを表示し
、
　前記制御部が、前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が前記閾値未
満であると判断した場合には、前記表示部は当該ある金種の在高に関するグラフを表示し
なくてもよい。
【０００９】
　本発明による貨幣処理装置において、
　前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が前記閾値以上
であると判断した場合と前記閾値未満であると判断した場合とで、当該ある金種に関する
情報又は当該ある金種に関する情報を表示する領域の背景を前記表示部が異なる色で表示
してもよい。
【００１０】
　本発明による貨幣処理装置において、
　前記制御部が、前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が前記閾値以
上であると判断した場合には、前記表示部は当該ある金種の在高に関する情報を表示せず
、
　前記制御部が、前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が前記閾値未
満であると判断した場合には、前記表示部は当該ある金種の在高に関する情報を表示して
もよい。
【００１１】
　本発明による貨幣処理装置において、
　前記在高に関する情報は、在高に関する文字情報を含んでもよい。
【００１２】
　本発明による貨幣処理装置において、
　前記制御部が、前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が前記閾値以
上であると判断した場合には、前記表示部は当該ある金種の補充処理に関する情報を表示
せず、
　前記制御部が、前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が前記閾値未
満であると判断した場合には、前記表示部は当該ある金種の補充処理に関する情報を表示
してもよい。
【００１３】
　本発明による貨幣処理装置において、
　前記閾値は、第一閾値と、前記第一閾値よりも小さな第二閾値とを含み、
　前記制御部が、前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数を、前記第一
閾値以上であると判断した場合、前記第一閾値未満であって前記第二閾値以上であると判
断した場合、及び、前記第二閾値未満であると判断した場合の各々で、前記表示部におけ
る表示態様が異なってもよい。
【００１４】
　本発明による貨幣処理装置において、
　前記閾値は、第一閾値と、前記第一閾値よりも小さな第二閾値とを含み、
　前記閾値が前記第一閾値であってもよい。
【００１５】
　本発明による貨幣処理装置において、
　通常処理モードにおいて、前記制御部は、ある金種の前記金種別収納部に収納された貨
幣の枚数が、設定された閾値以上であるか否かについて判断し、
　前記通常処理モードにおいて、前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納さ
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れた貨幣の枚数を前記閾値以上であると判断した場合と前記閾値未満であると判断した場
合とで、当該ある金種の在高に関する情報を前記表示部が異なる態様で表示してもよい。
【００１６】
　本発明による貨幣処理装置において、
　前記通常処理モードにおいて、前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納さ
れた貨幣の枚数が前記閾値以上であると判断した場合に、前記表示部は、当該ある金種の
前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数に関する文字情報を表示しない、又は、グラフ
を表示し、
　前記通常処理モードにおいて、前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納さ
れた貨幣の枚数が前記閾値未満であると判断した場合に、前記表示部は、当該ある金種の
前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数に関する文字情報を表示する、又は、グラフを
表示しなくてもよい。
【００１７】
　本発明による貨幣処理装置において、
　補充処理モードにおいて、前記制御部は、ある金種の前記金種別収納部に収納された貨
幣の枚数が、設定された閾値以上であるか否かについて判断し、
　前記補充処理モードにおいて、前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納さ
れた貨幣の枚数を前記閾値以上であると判断した場合と前記閾値未満であると判断した場
合とで、当該ある金種の在高に関する情報を前記表示部が異なる態様で表示してもよい。
【００１８】
　本発明による貨幣処理装置において、
　前記補充処理モードにおいて、前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納さ
れた貨幣の枚数が前記閾値以上であると判断した場合に、前記表示部は、当該ある金種の
前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数に関する在高情報を表示せず、
　前記補充処理モードにおいて、前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納さ
れた貨幣の枚数が前記閾値未満であると判断した場合に、前記表示部は、当該ある金種の
前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数に関する在高情報を表示してもよい。　
【００１９】
　本発明による貨幣処理システムは、
　金種別に貨幣を収納する金種別収納部を有し、少なくとも出金処理が可能な貨幣処理装
置を含む貨幣処理システムであって、
　ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が、設定された閾値以上であるか
否かについて判断する制御部と、
　前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数を前記閾値以上
であると判断した場合と前記閾値未満であると判断した場合とで、当該ある金種の在高に
関する情報を異なる態様で表示する表示部と、
　を備える。
【００２０】
　本発明による処理方法は、
　金種別に貨幣を収納する金種別収納部を有し、少なくとも出金処理が可能な貨幣処理装
置を用いた処理方法において、
　制御部によって、ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数が、設定された
閾値以上であるか否かについて判断することと、
　表示部によって、前記ある金種の在高に関する情報を表示することと、
　を備え、
　前記表示部は、前記制御部が前記ある金種の前記金種別収納部に収納された貨幣の枚数
を前記閾値以上であると判断した場合と前記閾値未満であると判断した場合とで、当該あ
る金種の在高に関する情報を異なる態様で表示する。
【発明の効果】
【００２１】
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　本発明によれば、ある金種の金種別収納部に収納された貨幣の枚数が、設定された閾値
以上であるか否かが判断され、ある金種の金種別収納部に収納された貨幣の枚数を閾値以
上であると判断した場合と閾値未満であると判断した場合とで、当該ある金種の在高に関
する情報を異なる態様で表示する。このため、貨幣処理装置内の貨幣の枚数が少なくなっ
たことを目立たせることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は、本発明の実施の形態による貨幣処理システムの一部を示す斜視図である
。
【図２】図２は、本発明の実施の形態による貨幣処理システムの構成を示す概略構成図で
ある。
【図３】図３は、本発明の実施の形態による貨幣処理システムの構成を簡略化して示した
制御ブロック図である。
【図４】図４は、本発明の実施の形態による貨幣処理システムの構成を示した制御ブロッ
ク図である。
【図５】図５は、本発明の実施の形態の変形例による貨幣処理システムの構成を示す概略
構成図である。
【図６】図６は、本発明の実施の形態の変形例による貨幣処理システムにける精査処理の
流れの概略を示した図である。
【図７】図７（ａ）は、本発明の実施の形態の変形例による貨幣処理システムにけるオー
バーフローの退避処理の流れの概略を示した図であり、図７（ｂ）は、オーバーフローの
復活処理の流れの概略を示した図である。
【図８】図８は、本発明の実施の形態で採用される表示部で表示される表示態様であって
、第一閾値未満の貨幣が存在しない際の態様を示した図である。
【図９】図９は、本発明の実施の形態で採用される表示部で表示される表示態様の一例を
示した図である。
【図１０】図１０は、本発明の実施の形態で採用される表示部で表示される表示態様の別
の例を示した図である。
【図１１】図１１（ａ）は、本発明の実施の形態で採用される表示部で表示される表示態
様であって、オーバーフローした硬貨が第三閾値以上となったときの態様を示した図であ
り、図１１（ｂ）は、オーバーフローした硬貨が第四閾値以上となったときの態様を示し
た図である。
【図１２】図１２（ａ）は、本発明の実施の形態で採用される表示部で表示される表示態
様であって、オーバーフローした紙幣が第三閾値以上となったときの態様を示した図であ
り、図１２（ｂ）は、オーバーフローした紙幣が第四閾値以上となったときの態様を示し
た図である。
【図１３】図１３（ａ）は、本発明の実施の形態で採用される表示部で表示される表示態
様のさらに別の例を示した図であり、図１３（ｂ）は図１３（ａ）に示した状態から１０
０円硬貨の補充処理が行われた際に表示される画像の一例であり、図１３（ｃ）は図１３
（ａ）に示した状態から１００円硬貨の補充処理が行われた際に表示される画像の別の例
である。
【図１４】図１４は、本発明の実施の形態で採用される貨幣処理装置の別の例を示す斜視
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
《構成》
　以下、本発明に係る貨幣処理装置、貨幣処理システム及び処理方法の実施の形態につい
て、図面を参照して説明する。ここで、図１乃至図１４は本発明の実施の形態を説明する
ための図である。なお、本願において「貨幣」とは「硬貨」、「紙幣」又は「硬貨」及び
「紙幣」の両方のことを意味する。したがって、本願の「貨幣処理装置」は、「硬貨処理
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装置１００」、「紙幣処理装置２００」、又は、「硬貨処理装置１００」及び「紙幣処理
装置２００」の両方のことを意味する。なお、以下では、貨幣処理装置１００，２００が
硬貨処理装置１００及び紙幣処理装置２００の両方を含む態様を用いて説明する。ちなみ
に、貨幣処理装置１００，２００が紙幣処理装置２００のみを備えた態様では、当該紙幣
処理装置２００に後述する操作表示部１５２と同様の表示部が設けられているものを採用
することができる。
【００２４】
　本願の貨幣処理システムは、棒金を収納するための棒金ドロア５０６を有する棒金管理
装置５００を備えていてもよい（図１乃至図４参照）。また、本願の貨幣処理システムは
、硬貨処理装置１００、紙幣処理装置２００及び棒金管理装置５００のいずれか１つ以上
に接続されたＰＯＳレジスタ３００、パソコン、サーバ４００等を備えてもよい。なお、
硬貨処理装置１００、紙幣処理装置２００及び棒金管理装置５００の各々が別体となって
いてもよいが、これら硬貨処理装置１００、紙幣処理装置２００及び棒金管理装置５００
のうちのいずれか２つ以上は一体となってもよい。このため、硬貨処理装置１００と紙幣
処理装置２００とは、別体となっていてもよいし一体となっていてもよい。また、硬貨処
理装置１００と棒金管理装置５００とは、別体となっていてもよいし一体となっていても
よい。なお、外部装置とは、対象となっている装置以外の装置のことを意味し、例えば硬
貨処理装置１００から見た場合には硬貨処理装置１００以外のあらゆる装置が外部装置に
該当し、上述した例で言うと、紙幣処理装置２００、棒金管理装置５００、ＰＯＳレジス
タ３００、パソコン、サーバ４００等が外部装置に該当する。また、紙幣処理装置２００
から見た場合には紙幣処理装置２００以外のあらゆる装置が外部装置に該当し、上述した
例で言うと、硬貨処理装置１００、棒金管理装置５００、ＰＯＳレジスタ３００、パソコ
ン、サーバ４００等が外部装置に該当する。また、例えば硬貨処理装置１００及び紙幣処
理装置２００を含む貨幣処理装置１００，２００から見た場合には貨幣処理装置１００，
２００以外のあらゆる装置が外部装置に該当し、上述した例で言うと、棒金管理装置５０
０、ＰＯＳレジスタ３００、パソコン、サーバ４００等が外部装置に該当する。
【００２５】
　本実施の形態では、硬貨処理装置１００、紙幣処理装置２００、棒金管理装置５００、
ＰＯＳレジスタ３００及びサーバ（例えば店舗サーバ）４００を備えた貨幣処理システム
を用いて説明する。なお、図２乃至図４は、本実施の形態の貨幣処理システムの構成を示
すための図面である。
【００２６】
　図２乃至図４に示すように、本実施の形態のＰＯＳレジスタ３００はサーバ４００に通
信接続されている。そして、ＰＯＳレジスタ３００からサーバ４００に売上金情報等の情
報が送信されるようになっている。また、各種設定情報等の情報が、サーバ４００からＰ
ＯＳレジスタ３００（複数台でも可）に送信されるようになっている。
【００２７】
　図３及び図４に示すように、硬貨処理装置１００は、後述する操作表示部１５２を含む
硬貨処理装置１００の一部や紙幣処理装置２００の一部等を制御する上位制御部１０１と
、硬貨処理装置１００を制御する硬貨制御部１０２を有しており、これらの上位制御部１
０１及び硬貨制御部１０２は通信接続されている。また、紙幣処理装置２００は、紙幣処
理装置２００を制御する紙幣制御部２０２を有しており、この紙幣制御部２０２は硬貨処
理装置１００の上位制御部１０１に通信接続されている。また、棒金管理機５００は、棒
金管理機５００を制御する棒金制御部５０２を有しており、この棒金制御部５０２は硬貨
処理装置１００の上位制御部１０１に通信接続されている。また、図４に示すように、Ｐ
ＯＳレジスタ３００は、ＰＯＳレジスタ３００を制御するＰＯＳ制御部３０２を有してお
り、このＰＯＳレジスタ３００のＰＯＳ制御部３０２は硬貨処理装置１００の上位制御部
１０１に通信接続されている。
【００２８】
　そして、硬貨処理装置１００において硬貨の入金処理、出金処理、精査処理、回収処理
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等の様々な処理を行うと、硬貨処理装置１００の硬貨識別部１５０（図２参照）で識別さ
れた結果は硬貨処理装置１００からＰＯＳレジスタ３００に出力されて、当該結果が後述
するＰＯＳ表示部３５１で表示される。また、紙幣処理装置２００において紙幣の入金処
理、出金処理、精査処理、回収処理等の様々な処理を行うと、紙幣処理装置２００の紙幣
識別部２５０で識別された結果も紙幣処理装置２００から上位制御部１０１を介してＰＯ
Ｓレジスタ３００に出力されて、当該結果がＰＯＳ表示部３５１で表示される。また、棒
金管理機５００から出力される棒金の有無に関する情報、棒金の金種に関する情報等も棒
金管理機５００から上位制御部１０１を介してＰＯＳレジスタ３００に出力されて、当該
情報がＰＯＳ表示部３５１で表示される。
【００２９】
　以下、紙幣処理装置２００、硬貨処理装置１００、棒金管理機５００及びＰＯＳレジス
タ３００の構成について、説明する。
【００３０】
《紙幣処理装置２００》
　まず、本実施の形態の紙幣処理装置２００の構成について説明する。ちなみに、本実施
の形態の紙幣処理装置２００は、スーパー、コンビニエンスストア、ショッピングモール
、百貨店等の様々な場所で利用され、紙幣の入出金処理を行う紙幣釣銭機となっている。
ところで、紙幣処理装置２００としてはこのような紙幣釣銭機には限られることはなく、
例えば紙幣出金機、券売機、自動販売機等も含まれる。
【００３１】
　図２に示すように、紙幣処理装置２００は、略直方体形状の紙幣筐体２０３と、紙幣を
紙幣筐体２０３の外部から入金するための紙幣受入部２１０と、紙幣受入部２１０から入
金された紙幣を搬送する紙幣搬送部２２０と、紙幣受入部２１０から入金された紙幣の金
種等を識別して計数する紙幣識別部２５０と、紙幣搬送部２２０で搬送された紙幣を収納
するとともに収納された紙幣を繰り出す紙幣収納部２６０と、リジェクト紙幣や紙幣収納
部２６０に収納されていた紙幣を出金するための紙幣払出部２９０と、を備えている。な
お、紙幣搬送部２２０は、図２に示すように、紙幣筐体２０３内の略中央部に設けられた
環状の周回搬送部２２０ａと、紙幣受入部２１０、紙幣収納部２６０、紙幣払出部２９０
等と、周回搬送部２２０ａとの間をそれぞれ接続する複数の接続搬送部２２０ｂとを有し
ている。ちなみに、周回搬送部２２０ａに紙幣識別部２５０が設けられている。また、本
実施の形態の紙幣収納部２６０は金種別に紙幣を収納する３つの金種別紙幣収納部２６１
（２６１ａ，２６１ｂ，２６１ｃ）を有している。
【００３２】
　紙幣受入部２１０は、紙幣が入金されると自動で又は後述する操作表示部１５２、ボタ
ン式操作部１５３、ＰＯＳ操作部３５２等からの入力信号を受けて駆動されて当該紙幣を
紙幣筐体２０３内に繰り出す入金紙幣操出部（図示せず）を有している。また、紙幣収納
部２６０は、必要に応じて紙幣収納部２６０から紙幣を繰り出す出金紙幣繰出部（図示せ
ず）を有している。
【００３３】
　また、図２に示すように、紙幣搬送部２２０には、回収処理を行う際に紙幣収納部２６
０から繰り出された紙幣を収納する回収カセット２３５が連結されている。なお、紙幣識
別部２５０で識別された紙幣の金種を収納するための紙幣収納部２６０がフル（満杯）状
態又はニアフル（ほぼ満杯）状態である場合には、この紙幣はオーバーフロー紙幣として
、回収カセット２３５に収納される。
【００３４】
　また、図２に示すように、紙幣搬送部２２０には、紙幣収納部２６０から繰り出された
紙幣が紙幣識別部２５０によって識別できない場合に、当該紙幣（出金リジェクト紙幣）
を収納する出金リジェクト部２３０が連結されている。
【００３５】
　紙幣処理装置２００の各金種に関する在高は、対象となる金種別紙幣収納部２６１に収
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納された紙幣の枚数から当該金種別紙幣収納部２６１から繰り出された紙幣の枚数を差し
引くことで算出可能となる。より具体的には、各金種別紙幣収納部２６１に対応して設け
られた検知センサ２２５からの情報に基づいて対象となる金種別紙幣収納部２６１内に紙
幣が収納されたことが検出され、他方、当該検知センサ２２５からの情報に基づいて対象
となる金種別紙幣収納部２６１から紙幣が繰り出されたことが検出される。
【００３６】
　なお、金種別紙幣収納部２６１の各々に、金種別紙幣収納部２６１内に収納されている
紙幣の残量を検知する収容量検知センサ２６２（図４参照）が設けられてもよい。このよ
うな収容量検知センサ２６２が設けられている場合には、当該収容量検知センサ２６２か
らの情報を受けて金種別紙幣収納部２６１内において紙幣が、ニアフル状態なのか、フル
状態なのか、ニアエンプティ（ほぼ空）状態なのか、エンプティ（空）状態なのかが紙幣
制御部２０２で判断されるようにしてもよい。
【００３７】
　各金種別紙幣収納部２６１内に収納されている紙幣の在高情報（紙幣の枚数）や紙幣の
収納状態（ニアフル状態なのか、フル状態なのか、ニアエンプティ状態なのか、エンプテ
ィ状態なのか）は、硬貨処理装置１００の上位記憶部１５５（図４参照）に送られて当該
上位記憶部１５５で記憶されることとなる。
【００３８】
　各金種別紙幣収納部２６１は紙幣を例えば１００枚～２００枚収納することができるよ
うになっている。具体的な例を持ち出して説明すると、金種別紙幣収納部２６１は千円紙
幣を２００枚収納することができ、金種別紙幣収納部２６１は五千円紙幣を１００枚収納
することができ、金種別紙幣収納部２６１は一万円紙幣を２００枚収納することができる
ようになっている。ちなみに、オーバーフローした紙幣は、例えば２００枚までであれば
回収カセット２３５に収納可能となる。
【００３９】
　また、図２に示すように、検知センサ２２５は、出金リジェクト部２３０及び回収カセ
ット２３５の各々に対応するようにも設けられており、当該検知センサ２２５からの情報
に基づいて、出金リジェクト部２３０及び回収カセット２３５の各々に収納されている紙
幣の枚数も検出できるようになっている。これら出金リジェクト部２３０及び回収カセッ
ト２３５の各々に収納されている紙幣の枚数に関する情報も、硬貨処理装置１００の上位
記憶部１５５に送られて当該上位記憶部１５５で記憶されてもよい。ちなみに、本実施の
形態では、紙幣受入部２１０及び紙幣払出部２９０にも対応して検知センサ２２５が設け
られているが、この検知センサ２２５は紙幣受入部２１０で受け入れられた紙幣が当該検
知センサ２２５を通過したか、また、紙幣払出部２９０から払い出されるべき紙幣が当該
検知センサ２２５を通過したかを検知するために用いられる。
【００４０】
　図４に示すように、紙幣処理装置２００の紙幣制御部２０２には、インターフェース２
３２、紙幣受入部２１０、紙幣搬送部２２０、出金リジェクト部２３０、紙幣識別部２５
０、紙幣収納部２６０、紙幣払出部２９０、収容量検知センサ２６２、検知センサ２２５
等がそれぞれ接続されている。そして、紙幣制御部２０２は、紙幣受入部２１０、紙幣搬
送部２２０、出金リジェクト部２３０、紙幣識別部２５０、紙幣収納部２６０、紙幣払出
部２９０、収容量検知センサ２６２、検知センサ２２５等と信号の送受信を行い、これら
を制御するように構成されている。なお、紙幣制御部２０２には、様々な情報を記憶する
紙幣記憶部２０５と、カードに記録された情報を読み取るカードリーダ２７０と、紙幣収
納部２６０、出金リジェクト部２３０、回収カセット２３５等の所定のユニットをロック
したり、紙幣収納部２６０、出金リジェクト部２３０、回収カセット２３５等の所定のユ
ニットを解錠したりする電磁ロック部２７５も接続されており、これらと信号の送受信を
行い、これらを制御するように構成されている。
【００４１】
　一例としては、本実施の形態の紙幣処理装置２００における紙幣の入金速度は２．５枚
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／秒であり、他方、紙幣の出金速度は２．０枚／秒である。また、一例として、紙幣受入
部２１０に一度に投入可能な紙幣の枚数は２０枚であり、紙幣払出部２９０で一度に出金
可能な紙幣の枚数は１０枚である。
【００４２】
　また、本実施の形態の紙幣処理装置２００は自動精査すなわち自動在高確認動作ができ
るようになっていてもよい。つまり、操作表示部１５２、ＰＯＳ操作部３５２等から実行
指示の入力を受けたり所定の設定時刻になったりすることで、紙幣処理装置２００は各金
種別紙幣収納部２６１内に収納されている紙幣の計数を開始し、実際の紙幣の在高が紙幣
記憶部２０５等に記憶されている紙幣の在高と合致しているかを確認できるようなっても
よい。
【００４３】
《硬貨処理装置１００》
　次に、本実施の形態の硬貨処理装置１００の構成について説明する。ちなみに、本実施
の形態の硬貨処理装置１００は、スーパー、コンビニエンスストア、ショッピングモール
、百貨店等の様々な場所で利用され、硬貨の入出金処理を行う硬貨釣銭機となっている。
ところで、硬貨処理装置１００としてはこのような硬貨釣銭機には限られることはなく、
例えば硬貨出金機、券売機、自動販売機等も含まれる。
【００４４】
　図４に示すように、本実施の形態の硬貨処理装置１００の上位制御部１０１には、イン
ターフェース１３２と、操作表示部１５２と、物理的なボタン等からなるボタン式操作部
１５３と、様々な情報を記憶する上位記憶部１５５が接続されており、これらと信号の送
受信を行い、これらを制御するように構成されている。また、硬貨制御部１０２には、後
述する、上位制御部１０１との間のインターフェース１３３、硬貨受入部１１０、入金硬
貨搬送部１２０、硬貨識別部１５０、硬貨収納部１６０、振分部１２７，１２９、出金硬
貨搬送部１８０、硬貨払出部１９０、硬貨が通過したことを検知する検知センサ１２４，
１２５，１６５及び様々な情報を記憶する硬貨記憶部１０５等が接続されている。そして
、上位制御部１０１は、操作表示部１５２、ボタン式操作部１５３及び上位記憶部１５５
等と信号の送受信を行い、これらを制御するように構成されている。また、硬貨制御部１
０２は、硬貨受入部１１０、入金硬貨搬送部１２０、硬貨識別部１５０、硬貨収納部１６
０、振分部１２７，１２９、出金硬貨搬送部１８０、硬貨払出部１９０、検知センサ１２
４，１２５，１６５及び硬貨記憶部１０５等と信号の送受信を行い、これらを制御するよ
うに構成されている。なお、硬貨制御部１０２には、カードに記録された情報を読み取る
カードリーダ１７０と、硬貨収納部１６０等の所定のユニットをロックしたり、硬貨収納
部１６０等の所定のユニットを解錠したりする電磁ロック部１７５も接続されており、こ
れらと信号の送受信を行い、これらを制御するように構成されている。
【００４５】
　本実施の形態の硬貨処理装置１００は、図２に示すように、硬貨筐体１０３と、硬貨を
硬貨筐体１０３の外部から入金するための硬貨受入部１１０と、硬貨筐体１０３内に設け
られ、硬貨を収納するとともに収納された硬貨を繰り出す硬貨収納部１６０と、硬貨筐体
１０３内において、硬貨受入部１１０から投入された硬貨を１枚ずつ硬貨収納部１６０ま
で入金経路に沿って搬送する入金硬貨搬送部１２０と、入金経路に沿って設けられ、入金
硬貨搬送部１２０で搬送される硬貨を識別して計数する硬貨識別部１５０と、を備えてい
る。また、図１に示すように、硬貨筐体１０３の上面には、操作者が操作信号を入力した
り操作者に所定の情報を表示したりするための操作表示部１５２が設けられている。本実
施の形態の操作表示部１５２はタッチパネルとなっており、操作表示部１５２に直接触れ
ることで、操作者が操作信号を入力することができる。また、図１に示すように、硬貨入
金口１１１には開閉自在のシャッター１１５が設けられてもよい。なお、操作表示部１５
２は液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）等からなってもよい。
【００４６】
　図２に示すように、入金経路には、後述する金種別硬貨収納部１６１（つまり金種別硬
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貨収納部１６１ａ～１６１ｆ）の各々に対応した検知センサ１２５と、当該検知センサ１
２５からの情報を受けて各金種別硬貨収納部１６１に対応する金種の硬貨を振り分ける複
数（本実施の形態では６つ）の入金振分部１２７が設けられている。各検知センサ１２５
は、対応する金種別硬貨収納部１６１の上流位置に対応して設けられている。
【００４７】
　また、図２に示すように、硬貨識別部１５０の下流位置であって硬貨収納部１６０の上
流位置には、硬貨識別部１５０で金種等を識別することができなかった硬貨をリジェクト
硬貨として振り分けるためのリジェクト振分部１２９が設けられている。本実施の形態で
は、図２に示すように、リジェクト振分部１２９は、硬貨識別部１５０の下流側であって
入金振分部１２７の上流側に位置している。
【００４８】
　図２に示すように、リジェクト振分部１２９の直前の上流位置には検知センサ１２４が
設けられている。そして、硬貨識別部１５０でリジェクト硬貨であると判断され、かつ、
検知センサ１２４から硬貨が到達又は通過した旨の検知情報を受けた段階で、硬貨制御部
１０２がリジェクト振分部１２９を開状態とし、リジェクト硬貨をリジェクト振分部１２
９で取り込むようにしてもよい。なお、当然、硬貨識別部１５０でリジェクト硬貨である
と判断された際にリジェクト振分部１２９を開状態のまま維持し、リジェクト硬貨をリジ
ェクト振分部１２９で取り込む態様も採用することができる。なお、リジェクト振分部１
２９が開状態となって当該リジェクト振分部１２９に取り込まれることで、硬貨は入金経
路から外れ、リジェクト搬送経路（図示せず）を落下した後、後述する出金硬貨搬送部１
８０によって硬貨払出部１９０まで送られることとなる。
【００４９】
　図２に示すように、本実施の形態の硬貨処理装置１００は、硬貨収納部１６０から繰り
出された硬貨を出金経路に沿って搬送する出金硬貨搬送部１８０と、出金経路に繰り出さ
れて出金硬貨搬送部１８０で搬送された硬貨を出金する硬貨払出部１９０も備えている。
【００５０】
　一例としては、本実施の形態の硬貨処理装置１００における硬貨の入金速度は約６枚／
秒であり、他方、９９９円の硬貨（５００円１枚、１００円４枚、５０円１枚、１０円４
枚、５円１枚及び１円４枚）を出金するのに約２．７秒かかる。また、一例として、硬貨
受入部１１０に一度に投入可能な硬貨の枚数は５０枚であり、硬貨払出部１９０で一度に
出金可能な硬貨の枚数は５０枚である。
【００５１】
　本実施の形態の硬貨収納部１６０は、金種別に硬貨を収納する複数（本実施の形態では
６つ）の金種別硬貨収納部１６１を有しており、各金種別硬貨収納部１６１が水平方向で
並列に配置されている。金種別硬貨収納部１６１は、図２の下から順番に、５００円硬貨
、１００円硬貨、５０円硬貨、１０円硬貨、５円硬貨及び１円硬貨を収納するようになっ
ている。各金種別硬貨収納部１６１は、対応する硬貨を例えば１００枚～２００枚程度収
納することができる。より具体的な例を持ち出して説明すると、金種別硬貨収納部１６１
ａは５００円硬貨を１０５枚収納することができ、金種別硬貨収納部１６１ｂは１００円
硬貨を１６０枚収納することができ、金種別硬貨収納部１６１ｃは５０円硬貨を１２０枚
収納することができ、金種別硬貨収納部１６１ｄは１０円硬貨を１６０枚収納することが
でき、金種別硬貨収納部１６１ｅは５円硬貨を１２０枚収納することができ、金種別硬貨
収納部１６１ｆは１円硬貨を１６０枚収納することができるようになっている。
【００５２】
　なお、金種別硬貨収納部１６１の各々は、硬貨を収納する金種別繰出収納庫と、金種別
繰出収納庫内に収納された硬貨を出金経路に繰り出すための繰出部（図示せず）と、繰出
部で繰り出される硬貨の枚数を検知する検知センサ１６５（図４参照）と、所定枚数の硬
貨が繰り出された際にそれ以上の硬貨が繰り出されないように硬貨の繰り出しをストップ
させるためのストッパ（図示せず）と、を有している。
【００５３】
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　本実施の形態では、硬貨処理装置１００の各金種に関する在高は、対象となる金種別硬
貨収納部１６１に収納された硬貨の枚数から当該金種別硬貨収納部１６１から繰り出され
た硬貨の枚数を差し引くことで算出可能となる。金種別硬貨収納部１６１に収納された硬
貨の枚数を算出する際には、具体的には、各金種別硬貨収納部１６１に対応して設けられ
た入金振分部１２７の上流位置の検知センサ１２５で硬貨の通過が確認されたが当該入金
振分部１２７の下流位置の検知センサ１２５で硬貨の通過が確認されなかった場合に、当
該入金振分部１２７で硬貨が取り込まれて、当該入金振分部１２７に対応する金種別硬貨
収納部１６１に硬貨が収納されたと判断されて算出される。ただし、最も下流側に位置す
る金種別硬貨収納部１６１ｆに関しては、当該金種別硬貨収納部１６１ｆの直前に位置す
る検知センサ１２５を通過した硬貨の枚数が当該金種別硬貨収納部１６１ｆに収納された
硬貨の枚数となる。他方、各金種別硬貨収納部１６１から繰り出された硬貨の枚数は検知
センサ１６５からの情報に基づいて算出される。
【００５４】
　なお、金種別硬貨収納部１６１の各々に、金種別硬貨収納部１６１内に収納されている
硬貨の残量を検知する収容量検知センサ１６２が設けられてもよい（図４参照）。このよ
うな収容量検知センサ１６２が設けられている場合には、当該収容量検知センサ１６２か
らの情報を受けて金種別硬貨収納部１６１内において硬貨が、ニアフル状態なのか、フル
状態なのか、ニアエンプティ状態なのか、エンプティ状態なのかが硬貨制御部１０２や上
位制御部１０１で判断されるようにしてもよい。収容量検知センサ１６２は硬貨制御部１
０２に接続されており、硬貨制御部１０２と信号の送受信を行い、硬貨制御部１０２によ
って制御される。
【００５５】
　各金種別硬貨収納部１６１内に収納されている硬貨の在高情報（硬貨の枚数）や硬貨の
収納状態（ニアフル状態なのか、フル状態なのか、ニアエンプティ状態なのか、エンプテ
ィ状態なのか）は、硬貨処理装置１００の上位記憶部１５５に送られて当該上位記憶部１
５５で記憶されることとなる。
【００５６】
　また、本実施の形態の硬貨処理装置１００は自動精査すなわち自動在高確認動作ができ
るようになっていてもよい。つまり、操作表示部１５２、ＰＯＳ操作部３５２等から実行
指示の入力を受けたり所定の設定時刻になったりすることで、硬貨処理装置１００は各金
種別硬貨収納部１６１内に収納されている硬貨の計数を開始し、実際の硬貨の在高が硬貨
記憶部１０５等に記憶されている硬貨の在高と合致しているかを確認できるようなっても
よい。精査処理を行う場合には、例えば、対象となっている金種別硬貨収納部１６１から
硬貨が繰り出されて出金硬貨搬送部１８０によって硬貨払出部１９０まで送られ、このよ
うに硬貨払出部１９０に送られた硬貨を硬貨受入部１１０に投入して、硬貨識別部１５０
で各硬貨を識別計数させればよい。
【００５７】
　なお、図５に示すような補助収納部１９９を備えた硬貨処理装置１００を採用すること
もできる。このように補助収納部１９９を備えた硬貨処理装置１００であれば、操作表示
部１５２、ＰＯＳ操作部３５２等からの入力を受けず、所定の時間になると自動で精査処
理を開始することもできる。この補助収納部１９９は入金経路の下方に配置されており、
補助収納部１９９から硬貨を硬貨受入部１１０に繰り出すことができるようになっている
。
【００５８】
　補助収納部１９９は、出金経路に繰り出された硬貨のうち硬貨出金部１９０で出金され
ない硬貨を収納するために用いられる。そして、自動精査が行われる際の一例を示すと、
硬貨収納部１６０のある金種別硬貨収納部１６１から硬貨が繰り出され（図６の（１）参
照）、出金硬貨搬送部１８０で搬送された硬貨が補助収納部１９９内に取り込まれる（図
６の（２）参照）。このように補助収納部１９９内に取り込まれた硬貨は、補助収納部１
９９から硬貨受入部１１０に送られ（図６の（３）参照）、この硬貨受入部１１０から入
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金経路に繰り出され（図６の（４）参照）、硬貨識別部１５０で識別された後（図６の（
５）参照）、元々繰り出された金種別硬貨収納部１６１に戻される（図６の（６）参照）
。
【００５９】
　ちなみに、上述したような補助収納部１９９を採用した場合には、ある金種別硬貨収納
部１６１がフル状態又はニアフル状態となっており当該ある金種別硬貨収納部１６１に収
納することができない硬貨（オーバーフロー硬貨）を当該補助収納部１９９に収納するこ
ともでき、例えば７０枚のオーバーフロー硬貨を補助収納部１９９で収納することができ
る。オーバーフロー処理が行われる際の一例を示すと、まず、硬貨受入部１１０から入金
経路に硬貨が繰り出され（図７（ａ）の（１）参照）、硬貨識別部１５０で識別されてフ
ル状態又はニアフル状態の金種の硬貨であると判断されると（図７（ａ）の（２）参照）
、図６及び図７に示す入金振分部１２６が開状態となり（図７（ａ）の（３）参照）、当
該金種の硬貨は入金振分部１２６で補助収納部１９９内に取り込まれ（図７（ａ）の（４
）参照）、補助収納部１９９内に収納される。そして、このようにして補助収納部１９９
内に取り込まれたオーバーフロー硬貨を対象となる金種別硬貨収納部１６１に戻すときに
は、補助収納部１９９から硬貨入金部１１０に硬貨が送られ（図７（ｂ）の（１）参照）
、当該硬貨は、この硬貨入金部１１０から入金経路に繰り出され（図７（ｂ）の（２）参
照）、硬貨識別部１５０で識別された後（図７（ｂ）の（３）参照）、対応する金種別硬
貨収納部１６１に振り分けられる（図７（ｂ）の（４）参照）。なお、このような入金振
分部１２６が設けられている態様では、当該入金振分部１２６は硬貨制御部１０２に接続
されており、硬貨制御部１０２と信号の送受信を行い、硬貨制御部１０２によって制御さ
れる。
【００６０】
《棒金管理機５００》
　次に、本実施の形態の棒金管理機５００について説明する。
【００６１】
　図２に示すように、本実施の形態の棒金管理機５００は、棒金筐体５０３と、棒金筐体
５０３に対して引き出し自在に設けられ、棒金を１本ずつ収納する棒金収納部５２０を複
数個有する棒金ドロア５０６と、を備えている。本実施の形態の棒金収納部５２０は、対
応する金種の棒金が収納されるようになっていてもよい。また、使用される頻度が高く、
出し入れされる頻度が高い金種（例えば１０円硬貨及び１００円硬貨）の棒金が、引出方
向側（前方側）に配置されてもよい。図３で示す態様では、向かって右側の列には前方側
から１００円硬貨棒金（８本）、５００円硬貨棒金（１本）及び５０円硬貨（１本）の順
で棒金が収納されるようになっており、向かって左側の列には前方側から１０円硬貨棒金
（６本）、１円硬貨棒金（４本）及び５円硬貨（１本）の順で棒金が収納されるようにな
っている。なお、棒金収納部５２０は、対応する金種の棒金が収納されるようになってい
る必要はなく、あらゆる金種の棒金を収納することができるようになっていてもよい。
【００６２】
　また、棒金ドロア５０６と棒金筐体５０３との間には、棒金制御部５０２に接続された
ロータリエンコーダ（変位検出手段）（図示せず）が設けられており、棒金ドロア５０６
の棒金筐体５０３に対する位置を検知することができるようになっている。そして、セン
サとロータリエンコーダ（変位検出手段）によって、棒金の直径を検知することで、棒金
の有無を検知するだけでなく、棒金の金種の判定することができるようになっており、こ
れらセンサとロータリエンコーダ（変位検出手段）によって、棒金検知部５８０（図４参
照）が構成されている。ちなみに、本実施の形態では、棒金ドロア５０６の底面に開口部
５２５が形成されており（図２参照）、この開口部５２５をセンサからの光が透過するこ
とで、棒金の直径や棒金の有無を検知することができるようになっている。なお、棒金収
納部５２０内の棒金の有無及び金種を検知する手段としては、この方式に限定されず、各
棒金収納部５２０に有無や金種（材質）を検知するセンサを配置してもよい。また、棒金
筐体５０３には、棒金ドロア５０６を棒金筐体５０３に対して閉鎖位置に固定するロック
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部５６０（図４参照）が設けられている。また、本実施の形態の棒金管理機５００は、棒
金筐体５０３に対して棒金ドロア５０６が開状態になっているか閉状態になっているかを
検知する開閉検知部５７０（図４参照）も備えている。
【００６３】
　図４に示すように、棒金管理機５００の棒金制御部５０２には、インターフェース５３
２、棒金検知部５８０、開閉検知部５７０、ロック部５６０等がそれぞれ接続されている
。そして、棒金制御部５０２は、棒金検知部５８０、開閉検知部５７０、ロック部５６０
等と信号の送受信を行い、これらを制御するように構成されている。なお、棒金制御部５
０２には、様々な情報を記憶する棒金記憶部５０５も接続されている。ちなみに、棒金ド
ロア５０６の棒金収納部５２０に収納されている棒金の在高情報（棒金の本数）は、硬貨
処理装置１００の上位記憶部１５５に送られて当該上位記憶部１５５で記憶されることと
なる。
【００６４】
　各棒金収納部５２０に対応したＬＥＤランプ等の報知部５９０（図４参照）が設けられ
ていてもよい。そして、在高枚数が減ってきており補充が必要な金種、又は、金種及び本
数に対応した位置のＬＥＤランプが点灯又は点滅することで、補充が必要な金種、又は、
金種及び本数を報知できるようになっていてもよい。
【００６５】
《ＰＯＳレジスタ３００》
　次に、本実施の形態のＰＯＳレジスタ３００の構成について説明する。ＰＯＳレジスタ
３００は、商品の購入情報を登録するとともに、硬貨処理装置１００や紙幣処理装置２０
０に対して指令を入力して、硬貨や紙幣の入金処理、出金処理、精査処理、回収処理等を
行わせるようになっている。
【００６６】
　図４に示すように、ＰＯＳレジスタ３００のＰＯＳ制御部３０２は、硬貨処理装置１０
０の上位制御部１０１に通信接続されるとともに、サーバ４００にも通信接続されている
。そして、このＰＯＳ制御部３０２は、硬貨処理装置１００の上位制御部１０１を介して
硬貨制御部１０２、紙幣制御部２０２及び棒金制御部５０２に指令を送り、この結果、硬
貨処理装置１００に対して硬貨の入金処理、出金処理、精査処理、回収処理等を行わせ、
紙幣処理装置２００に対して紙幣の入金処理、出金処理、精査処理、回収処理等を行わせ
、棒金管理機５００の棒金ドロア５０６のロックを解除させたりするようになっている。
また、ＰＯＳ制御部３０２は、硬貨制御部１０２、紙幣制御部２０２及び棒金制御部５０
２から、上位制御部１０１を介して、硬貨処理装置１００、紙幣処理装置２００及び棒金
制御部５０２における硬貨、紙幣及び棒金の処理状況や在高に係る情報を受け取るように
なっている。
【００６７】
　図１に示すように、ＰＯＳレジスタ３００は、店員等の操作者が操作することのできる
ＰＯＳ操作部３５２と、商品の取引状況、硬貨処理装置１００における硬貨の処理状況、
紙幣処理装置２００における紙幣の処理状況、硬貨処理装置１００の内部に収納された硬
貨の在高、紙幣処理装置２００の内部に収納された紙幣の在高、棒金管理機５００の内部
に収納された棒金の在高等を表示するＰＯＳ表示部３５１と、を備えている。そして、操
作者は、ＰＯＳ操作部３５２を介してＰＯＳ制御部３０２（図参照）に対して様々な指令
を与えることができるようになっている。なお、上述したＰＯＳ表示部３５１には、購入
客に対して商品の購入代金を示したりするための購入客用表示部３５１ａ（図１参照）が
含まれている。
【００６８】
　図４に示すように、ＰＯＳレジスタ３００のＰＯＳ制御部３０２は、インターフェース
３３２を介して、硬貨処理装置１００の上位制御部１０１やサーバ４００に対して信号の
送受信を行うようになっている。また、ＰＯＳ記憶部３０５には、硬貨処理装置１００に
おける硬貨の処理状況、硬貨処理装置１００の内部に収納された硬貨の在高、紙幣処理装
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置２００における紙幣の処理状況、紙幣処理装置２００の内部に収納された紙幣の在高、
棒金管理機５００の内部に収納された棒金の在高等の様々な情報が記憶されるようになっ
ている。
【００６９】
　なお、ＰＯＳレジスタ３００は、クレジットカード等の各種カードを読み取るカードリ
ーダ３６０と、プリンタ等からなる印刷部３７０も有している。なお、ＰＯＳ表示部３５
１で表示されるあらゆる情報やＰＯＳ記憶部３０５で記憶されているあらゆる情報は、当
該印刷部３７０で印字することができるようになっている。
【００７０】
　図４に示すように、ＰＯＳレジスタ３００のＰＯＳ制御部３０２には、カードリーダ３
６０、プリンタ等からなる印刷部３７０、ＰＯＳ表示部３５１、ＰＯＳ操作部３５２、Ｐ
ＯＳ記憶部３０５、インターフェース３３２等がそれぞれ接続されている。そして、ＰＯ
Ｓ制御部３０２は、カードリーダ３６０、印刷部３７０、ＰＯＳ表示部３５１、ＰＯＳ操
作部３５２、ＰＯＳ記憶部３０５等と信号の送受信を行い、これらを制御するように構成
されている。
【００７１】
≪表示態様≫
　本実施の形態の装置制御部１１は、ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納され
た貨幣の枚数が、設定された閾値以上であるか否かについて判断する。なお、本実施の形
態における「装置制御部１１」という文言は、上位制御部１０１、硬貨制御部１０２、紙
幣制御部２０２及び棒金制御部５０２のうちのいずれか１つ以上を意味する。なお、装置
制御部１１の典型的な例は上位制御部１０１である。
【００７２】
　また、本実施の形態の操作表示部１５２は、装置制御部１１がある金種の金種別収納部
１６１，２６１に収納された貨幣の枚数を閾値以上であると判断した場合と閾値未満であ
ると判断した場合とで、当該ある金種の在高に関する情報を異なる態様で表示するように
なっている。なお、金種別収納部１６１，２６１は、金種別硬貨収納部１６１及び金種別
紙幣収納部２６１を含んでいる。ちなみに、一度、ある金種の貨幣の枚数が閾値（後述す
る第一閾値及び第二閾値を含む。）未満となっても、再度、当該ある金種の貨幣の枚数が
閾値以上となった場合には、当該ある金種の在高に関する情報は、元の表示態様で表示さ
れることになる。
【００７３】
　後述する第一閾値及び第二閾値の値、金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の
枚数が第一閾値以上であると判断した場合、第一閾値未満であり第二閾値以上であると判
断した場合、及び、第二閾値未満であると判断した場合の各々における各金種における表
示態様等については、装置記憶部６０に記憶されている。この「装置記憶部」という文言
は、上位記憶部１５５、硬貨記憶部１０５、紙幣記憶部２０５及び棒金記憶部５０５のう
ちのいずれか１つ以上を意味する。なお、装置制御部１１の典型的な例は上位記憶部１５
５である。
【００７４】
　本実施の形態の装置制御部１１は、特許請求の範囲に記載された「制御部」に含まれて
おり、本実施の形態の操作表示部１５２は、特許請求の範囲に記載された「表示部」に含
まれている。
【００７５】
　第一の態様として、装置制御部１１が、ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納
された貨幣の枚数が閾値以上であると判断した場合には、操作表示部１５２が当該ある金
種の在高に関する文字情報を表示せず、他方、装置制御部１１が、ある金種の金種別収納
部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が閾値未満であると判断した場合には、操作表
示部１５２が当該ある金種の在高に関する文字情報を表示するようにしてもよい（図８乃
至図１０等を参照）。なお、閾値が、第一閾値と、第一閾値よりも小さな第二閾値とを含
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む場合には、本態様における閾値は、第二閾値よりも大きな値の第一閾値であってもよい
。
【００７６】
　ちなみに、第一閾値の一例としては、５千円紙幣、５００円硬貨、５０円硬貨及び５円
硬貨に関しては２０枚と設定し、千円紙幣、１００円硬貨、１０円硬貨及び１円硬貨に関
しては３０枚とすることができる。また、第二閾値の一例としては、５千円紙幣及び千円
紙幣に関しては１０枚であり、１００円硬貨、１０円硬貨及び１円硬貨に関しては３枚と
し、５００円硬貨、５０円硬貨及び５円硬貨に関しては設定しないようにすることができ
る。なお、５千円紙幣の第二閾値に関しては、単に５千円紙幣が１０枚以下であるのみな
らず、５千円紙幣が１０枚以下であり、かつ、千円紙幣が１０枚以下である場合に、第二
閾値未満の在高であると判断されるように設定してもよい。これらの設定は、５千円紙幣
、５００円硬貨、５０円硬貨及び５円硬貨については、その金種の貨幣が足りない場合で
も、それぞれ千円紙幣、１００円硬貨、１０円硬貨及び１円硬貨によって代替出金できる
ことに起因するものである。また、これら第一閾値及び第二閾値の値は、操作表示部１５
２や外部装置（例えば上位装置）の外部操作部等の操作部から金種毎に変更して設定する
ことができてもよい。
【００７７】
　ところで、一万円紙幣に関しては、釣り銭として払い出されることがないので、第一閾
値及び第二閾値のいずれもが設定されないようにしてもよい。また、このように一万円紙
幣は釣り銭として払い出されることがないので、一万円紙幣の在高は操作表示部１５２等
の表示部で表示されなくてもよい。このように一万円紙幣の在高を表示しないことは、紙
幣処理装置２００内に一万円紙幣が何枚も収納されていることを第三者に気付かせにくく
できるため、セキュリティ面でも有益なものである。なお、図８乃至図１２に示す態様で
は、一万円紙幣の在高に関する情報を表示しないようにしている。但し、これに限られる
ことはなく、一万円紙幣の在高に関する情報を表示してもよいし、このような態様では、
一万円紙幣に対して第一閾値及び／又は第二閾値が設定されてもよい。
【００７８】
　第二の態様として、装置制御部１１が、ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納
された貨幣の枚数が閾値以上であると判断した場合には、操作表示部１５２が当該ある金
種の在高に関するグラフを表示し、他方、装置制御部１１が、ある金種の金種別収納部１
６１，２６１に収納された貨幣の枚数が閾値未満であると判断した場合には、操作表示部
１５２が当該ある金種の在高に関するグラフを表示しないようにしてもよい（図８乃至図
１０等を参照）。なお、閾値が、第一閾値と、第一閾値よりも小さな第二閾値とを含む場
合には、本態様における閾値は、第二閾値よりも大きな値の第一閾値であってもよい。な
お、図８乃至図１２ではグラフとしてインジケータを用いた態様を用いて説明しているが
、これに限られることはなく、グラフには、棒グラフ、円グラフ等も含まれている。
【００７９】
　第三の態様として、装置制御部１１がある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納さ
れた貨幣の枚数が閾値以上であると判断した場合と閾値未満であると判断した場合とで、
当該ある金種に関する情報又は当該ある金種に関する情報を表示する領域の背景を操作表
示部１５２が異なる色で表示するようにしてもよい（図９及び図１０等を参照）。なお、
閾値が、第一閾値と、第一閾値よりも小さな第二閾値とを含む場合には、本態様における
閾値は、第一閾値よりも小さな値の第二閾値であってもよい。
【００８０】
　また、第三の態様による閾値は、第一閾値及び第二閾値の両方であってもよい。この場
合には、装置制御部１１が、ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の
枚数が第一閾値以上であると判断した場合、第一閾値未満であり第二閾値以上であると判
断した場合、及び、第二閾値未満であると判断した場合の各々で、当該ある金種に関する
情報又は当該ある金種に関する情報を表示する領域の背景を操作表示部１５２が異なる色
で表示するようにしてもよい。一例としては、装置制御部１１がある金種の金種別収納部
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１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が第一閾値以上であると判断した場合には、当該
ある金種に関する情報及び当該ある金種に関する情報を表示する領域の背景は通常の態様
で表示される。しかしながら、装置制御部１１がある金種の金種別収納部１６１，２６１
に収納された貨幣の枚数が第一閾値未満であり第二閾値以上であると判断した場合には、
当該ある金種に関する情報は強調色（例えば赤色）で表示され、かつ、当該ある金種に関
する情報を表示する領域の背景は準強調色（例えば黄色）で表示される。また、装置制御
部１１がある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が第二閾値未満
であると判断した場合には、当該ある金種に関する情報を表示する領域の背景は強調色（
例えば赤色）で表示され、当該ある金種に関する情報は背景に対して目立つ色（例えば白
色）で表示される。
【００８１】
　なお、このような第三の態様に限られることはなく、あらゆる態様において（例えば、
第一の態様、第二の態様、後述する第四の態様及び第五の態様の各々、又は、第一の態様
、第二の態様、第三の態様、第四の態様及び第五の態様の任意の２つ以上の組み合わせに
おいて）、装置制御部１１が、ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣
の枚数が第一閾値以上であると判断した場合、第一閾値未満であり第二閾値以上であると
判断した場合、及び、第二閾値未満であると判断した場合の各々で、操作表示部１５２に
おける表示態様が異なるようにしてもよい。
【００８２】
　第四の態様として、装置制御部１１が、ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納
された貨幣の枚数が閾値以上であると判断した場合には、操作表示部１５２が当該ある金
種の在高に関する情報を表示せず、他方、装置制御部１１が、ある金種の金種別収納部１
６１，２６１に収納された貨幣の枚数が閾値未満であると判断した場合には、操作表示部
１５２が当該ある金種の在高に関する情報を表示してもよい（図１３（ａ）を参照）。本
態様の「在高に関する情報」は在高に関する文字情報を含んでもよい。なお、閾値が、第
一閾値と、第一閾値よりも小さな第二閾値とを含む場合には、本態様における閾値は、第
二閾値よりも大きな値の第一閾値であってもよい。図１３（ａ）は、典型的には補充処理
が行われるときに表示される画像であるが、後述する通常処理を行う際にも同様の表示態
様を採用することができる。
【００８３】
　第五の態様として、装置制御部１１が、ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納
された貨幣の枚数が閾値以上であると判断した場合には、操作表示部１５２が当該ある金
種の補充処理に関する情報を表示せず、他方、装置制御部１１が、ある金種の金種別収納
部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が閾値未満であると判断した場合には、操作表
示部１５２が当該ある金種の補充処理に関する情報を表示してもよい（図８乃至図１０等
を参照）。「補充処理に関する情報」には、補充を促すメッセージや補充可能な貨幣量等
が含まれている。図９及び図１０に示した態様では「棒金→バラ１本」（棒金１本をばら
して補充できることを意味する。）、「棒金→バラ２本」（棒金２本をばらして補充でき
ることを意味する。）及び「補充１００枚」（紙幣１００枚を補充できることを意味する
）が「補充処理に関する情報」に該当し、補充可能な貨幣量となっている。本態様におけ
る閾値は、上述した第一閾値及び第二閾値であってもよいが、硬貨であれば収容最大枚数
から棒金に含まれる硬貨の枚数（例えば５０枚）だけ減った値とすることもでき、紙幣で
あれば収容最大枚数から紙幣束に含まれる紙幣の枚数（例えば１００枚）だけ減った値と
することもできる。
【００８４】
　上述した第一の態様乃至第五の態様は、矛盾のない範囲で適宜組み合わせることができ
る。このため、例えば、第一の態様、第二の態様、第三の態様及び第五の態様の２つ以上
を適宜組み合わせることができ、また、第三の態様と第四の態様を組み合わせることもで
きる。
【００８５】
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　また、本実施の形態では、上述した第一の態様乃至第五の態様が、通常処理モードにお
いて採用されてもよい。つまり、通常処理モードにおいて、装置制御部１１が、ある金種
の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が、設定された閾値以上であるか
否かについて判断し、当該通常処理モードにおいて、装置制御部１１がある金種の金種別
収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数を閾値以上であると判断した場合と閾値未
満であると判断した場合とで、当該ある金種の在高に関する情報を操作表示部１５２が異
なる態様で表示するようにしてもよい（図８乃至図１０等を参照）。ちなみに、通常処理
モードとは、例えば、貨幣を金種別収納部１６１，２６１に補充する補充モード及び貨幣
を金種別収納部１６１，２６１が回収する回収モード以外のモードである。
【００８６】
　このように第一の態様乃至第五の態様が、通常処理モードにおいて採用される場合には
、一例として、次のような態様を採用することできる。
【００８７】
　通常処理モードにおいて、装置制御部１１がある金種の金種別収納部１６１，２６１に
収納された貨幣の枚数が閾値以上であると判断した場合に、操作表示部１５２が、当該あ
る金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数に関する文字情報を表示し
ない、及び／又は、グラフを表示し、他方、当該通常処理モードにおいて、装置制御部１
１がある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が閾値未満であると
判断した場合に、操作表示部１５２が、当該ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収
納された貨幣の枚数に関する文字情報を表示する、又は、グラフを表示しない態様を採用
することができる（第一の態様及び第二の態様を参照）。
【００８８】
　この態様において、閾値が、第一閾値と、第一閾値よりも小さな第二閾値とを含む場合
には、以下のような態様を採用することもできる。つまり、装置制御部１１がある金種の
金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が第一閾値以上であると判断した場
合に、操作表示部１５２が、当該ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨
幣の枚数に関する文字情報及び／もしくは補充処理に関する情報を表示しない、並びに／
又は、グラフを表示し、他方、当該通常処理モードにおいて、装置制御部１１がある金種
の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が第一閾値未満であると判断した
場合に、操作表示部１５２が、当該ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された
貨幣の枚数に関する文字情報及び／もしくは補充処理に関する情報を表示する、並びに／
又は、グラフを表示しない態様を採用することができる（第一の態様、第二の態様及び第
五の態様を参照）。また、この態様において、装置制御部１１が、ある金種の金種別収納
部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が第一閾値以上であると判断した場合、第一閾
値未満であり第二閾値以上であると判断した場合、及び、第二閾値未満であると判断した
場合の各々で、当該ある金種に関する情報及び／又は当該ある金種に関する情報を表示す
る領域の背景を操作表示部１５２が異なる色で表示するようにしてもよい（第三の態様を
参照）。
【００８９】
　また、本実施の形態では、上述した第一の態様乃至第五の態様が、補充処理モードにお
いて採用されてもよい（図１３等を参照）。つまり、金種別収納部１６１，２６１に硬貨
を補充する補充処理モードにおいて、装置制御部１１が、ある金種の金種別収納部１６１
，２６１に収納された貨幣の枚数が、設定された閾値以上であるか否かについて判断し、
当該補充処理モードにおいて、装置制御部１１がある金種の金種別収納部１６１，２６１
に収納された貨幣の枚数を閾値以上であると判断した場合と閾値未満であると判断した場
合とで、当該ある金種の在高に関する情報を操作表示部１５２が異なる態様で表示するよ
うにしてもよい。
【００９０】
　このように第一の態様乃至第五の態様が、補充処理モードにおいて採用される場合には
、一例として、次のような態様を採用することできる。
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【００９１】
　補充処理モードにおいて、装置制御部１１がある金種の金種別収納部１６１，２６１に
収納された貨幣の枚数が閾値以上であると判断した場合に、操作表示部１５２が、当該あ
る金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数に関する在高情報を表示せ
ず、他方、補充処理モードにおいて、装置制御部１１がある金種の金種別収納部１６１，
２６１に収納された貨幣の枚数が閾値未満であると判断した場合に、操作表示部１５２が
、当該ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数に関する在高情報
を表示するようにしてもよい（第四の態様を参照）。
【００９２】
　この態様において、閾値が、第一閾値と、第一閾値よりも小さな第二閾値とを含む場合
には、以下のような態様を採用することもできる。つまり、補充処理モードにおいて、装
置制御部１１がある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が第一閾
値以上であると判断した場合に、操作表示部１５２が、当該ある金種の金種別収納部１６
１，２６１に収納された貨幣の枚数に関する在高情報を表示せず、他方、補充処理モード
において、装置制御部１１がある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の
枚数が第一閾値未満であると判断した場合に、操作表示部１５２が、当該ある金種の金種
別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数に関する在高情報を表示するようにして
もよい（第四の態様を参照）。また、この態様において、装置制御部１１がある金種の金
種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が第二閾値以上であると判断した場合
と第二閾値未満であると判断した場合とで、当該ある金種に関する情報又は当該ある金種
に関する情報を表示する領域の背景を操作表示部１５２が異なる色で表示するようにして
もよい（第三の態様を参照）。
【００９３】
　ここで図１３（ａ）－（ｃ）に示す態様について説明する。補充処理を行う旨の入力が
操作表示部１５２やＰＯＳ操作部３５２等の操作部から入力されると、図１３（ａ）に示
すように、第一閾値未満の在高しか収納されていない金種の貨幣が表示される。図１３（
ａ）に示す態様では、１００円、１０円及び１円が当該金種に該当する。この際、第二閾
値未満しか収納されていない金種の貨幣については、第一閾値未満であり第二閾値以上の
在高の金種とは異なる態様で表示される。図１３（ａ）に示す態様では、１円が当該金種
に該当する。不足している金種の貨幣が補充されると、当該金種の貨幣の補充枚数がリア
ルタイム（数秒遅れる場合も含む。）で操作表示部１５２に表示される。図１３（ｂ）に
示す態様では、１００円硬貨が５０枚（１本の棒金分）補充された際の結果を示している
。なお、計数動作中は、数値がカウントアップ表示される。計数終了後、所定時間（５秒
程度）が経過すると、図１３（ｃ）に示す態様に切り替えられる。図１３（ｃ）に示す態
様は、１００円硬貨が５０枚（１本の棒金分）補充された際の結果を示しており、第一閾
値以上の枚数を収納することになった１００円の表示は消されている。ちなみに、補充さ
れた貨幣が計数されている間はデフォルトでは図１３（ｂ）に示された画像（補充された
貨幣の計数内容を示す画像）が表示され、補充された貨幣の計数が終了したとき、つまり
待機時にはデフォルトでは図１３（ｃ）に示された画像（在高に関する情報を示す画像）
が表示されるようにしてもよい。このため、本態様によれば、どの金種の貨幣が不足して
いるのかを待機時に操作者が確認することができ、貨幣の補充処理を効率よく行うことが
できる。
【００９４】
　また、図１３（ｂ）に示された画像（補充された貨幣の計数内容を示す画像）と図１３
（ｃ）に示された画像（在高に関する情報を示す画像）とを、操作表示部１５２やボタン
式操作部１５３等の操作部（図１３では操作表示部１５２に表示された「変更」ボタン）
によって適宜切り替えることができるようになってもよい。このような態様によれば、操
作者は、補充された貨幣の計数結果を含む計数内容と在高に関する情報とを適宜切り替え
て確認することができる。なお、補充された貨幣の計数結果を表示する場合には、当該補
充処理の間に補充された貨幣の金種別枚数の総合計が表示されてもよい。
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【００９５】
　図８乃至図１０等に示すように、本実施の形態の操作表示部１５２等の表示部では、棒
金管理機５００に収納された棒金の本数も表示されるようになっていてもよい。この態様
では、単に棒金管理機５００に収納されている棒金の本数が所定の本数以下（例えば「０
本」）となった金種が強調表示されてもよいが、ある金種の棒金管理機５００に収納され
ている棒金の本数が所定の本数以下（例えば「０本」）となり、かつ、硬貨処理装置１０
０に収納されている当該金種の枚数が少なくなってきたときに（例えば第一閾値又は第二
閾値未満となったときに）、当該金種の棒金の在高を示す情報が強調表示されるようにし
てもよい。
【００９６】
　なお、紙幣処理装置２００に収納されている紙幣の枚数が少なくなってきたとき（例え
ば第一閾値又は第二閾値未満となったとき）と、棒金管理機５００に収納されている棒金
の本数が所定の本数以下となり、かつ、硬貨処理装置１００に収納されている当該金種の
枚数が少なくなってきたとき（例えば第一閾値又は第二閾値未満となったとき）とでは、
同じ態様で強調表示されてもよい（例えば同じ強調色又は準強調色の背景を用いて表示さ
れてもよい）。これらの場合には、一般に、結束された紙幣束又は棒金を出納室や会計室
から持ってくる必要があり、同じ作業を行う必要がある。したがって、このような態様を
用いた場合には、操作者に出納室や会計室に行く必要があることを認識させることができ
る。ちなみに、紙幣処理装置２００に収納されている紙幣の枚数が少なくなってきたとき
と、棒金管理機５００に収納されている棒金の本数が所定の本数以下となり、かつ、硬貨
処理装置１００に収納されている当該金種の枚数が少なくなってきたときとで採用される
強調表示は、他の条件においては用いられないようにしてもよい。この場合には、より明
確に、操作者に対して出納室や会計室に行く必要があることを認識させることができる。
【００９７】
　また、本実施の形態の操作表示部１５２等の表示部では、オーバーフローした貨幣に関
する情報が表示されるようになってもよい（図１０乃至図１２等を参照）。オーバーフロ
ーした貨幣が第三閾値以上となったときに「ニアフル」（ほぼ満杯）としての情報が表示
され（図１１（ａ）及び図１２（ａ）を参照）、オーバーフローした貨幣が第三閾値より
も大きな値である第四閾値以上となったときに「フル」（満杯）としての情報が表示され
てもよい（図１１（ｂ）及び図１２（ｂ）を参照）。図１１（ａ）（ｂ）に示した態様で
は、オーバーフローした硬貨に関する情報は、画面下方の通常は棒金の在高を示す情報が
表示される領域で表示されるようになっており、オーバーフローした硬貨の枚数が第三閾
値以上であり第四閾値未満である場合には、準強調色（例えば黄色）の背景で「ニアフル
」であることが操作表示部１５２等の表示部で表示され、オーバーフローした硬貨の枚数
が第四閾値以上である場合には、強調色（例えば赤色）の背景で「フル」であることが操
作表示部１５２等の表示部で表示される態様となっている。図１２（ａ）（ｂ）に示した
態様では、オーバーフローした紙幣に関する情報は、左上の空き領域で表示されるように
なっており、オーバーフローした紙幣の枚数が第三閾値以上であり第四閾値未満である場
合には、準強調色の背景で「ニアフル」であることが操作表示部１５２等の表示部で表示
され、オーバーフローした硬貨の枚数が第四閾値以上である場合には、強調色の背景で「
フル」であることが操作表示部１５２等の表示部で表示される態様となっている。
【００９８】
　また、オーバーフローした硬貨及び／又は紙幣があるが、その枚数が第三閾値未満であ
る場合であっても、オーバーフローした貨幣がある旨が操作表示部１５２等の表示部で表
示されてもよい。このような表示を行うことで、オーバーフローした貨幣が存在すること
を操作者は認識することができ、何かのタイミングでオーバーフローした貨幣を回収する
ことができる。なお、図１０に示した態様では、オーバーフローした貨幣が存在する旨の
情報（図１０では「あふれ金　あり」で示されている。）は、左上の空き領域で表示され
るようになっている。図１０に示す態様でも、オーバーフローした硬貨が存在する場合に
のみその旨の情報が表示されてもよいし、オーバーフローした紙幣が存在する場合にのみ



(22) JP 2016-85596 A 2016.5.19

10

20

30

40

50

その旨の情報が表示されてもよいし、オーバーフローした硬貨又は紙幣が存在する場合に
その旨の情報が表示されてもよい。
【００９９】
　また、出金リジェクトした硬貨及び／又は紙幣がある場合にも、硬貨及び／又は紙幣が
ある旨が操作表示部１５２等の表示部で表示されてもよい（図９及び図１０を参照）。こ
のような表示を行うことで、出金リジェクトした硬貨及び／又は紙幣が存在することを操
作者は認識することができ、何かのタイミングで出金リジェクトした硬貨及び／又は紙幣
を回収することができる。なお、図９及び図１０に示した態様では、出金リジェクトした
紙幣が存在する旨の情報（図９及び図１０では「リジェクト紙幣あり」で示されている。
）が、左上の空き領域で表示されるようになっている。但し、これに限られることはなく
、出金リジェクトした硬貨が存在する場合にも、その旨の情報が操作表示部１５２等の表
示部で表示されてもよい。
【０１００】
　ところで、ＰＯＳレジスタ３００のＰＯＳ表示部３５１や図示していない外付けの表示
部や、その他の外部装置の外部表示部は、特許請求の範囲に記載された「表示部」に含ま
れる。
【０１０１】
　また、操作表示部１５２における表示態様を中心に説明してきたが、これらＰＯＳレジ
スタ３００のＰＯＳ表示部３５１や外付けの表示部、その他の外部装置の外部表示部につ
いても、操作表示部１５２について説明してきた内容と同様の表示態様を採用することが
できる。
【０１０２】
　ちなみにＰＯＳ表示部３５１で、上述した表示態様（図８乃至図１２を参照）を表示す
る際には、一つ以上の金種の在高に関する情報は警告的に出されてもよい。ＰＯＳ表示部
３５１は、商品を登録する等の通常のレジ操作で用いられることから、金種の在高に関す
る情報が表示され続けると通常のレジ操作を行う際に邪魔になることがある。このため、
例えば第一閾値未満及び／又は第二閾値未満の在高になった金種が発生した場合に、上述
した表示態様で一つ以上の金種の在高に関する情報が表示され、操作者がＰＯＳ操作部３
５２等の操作部から所定の入力を行うことで、ＰＯＳ表示部３５１における一つ以上の金
種の在高に関する情報が消えるようにしてもよい。また、第一閾値未満及び／又は第二閾
値未満の在高になった金種が存在している間は、例えば各取引が終了した後又は各取引が
開始される前の待機時に、上述した表示態様で当該金種の在高に関する情報が表示される
ようにしてもよい。また、一例としては、第一閾値未満であって第二閾値以上の在高にな
った金種が存在している間は、各取引が終了した後に上述した表示態様で当該金種の在高
に関する情報が表示され、第二閾値未満の在高になった金種が存在している間は、各取引
が開始される前の待機時に上述した表示態様で当該金種の在高に関する情報が表示される
ようにしてもよい。このような態様を採用するのは、第二閾値未満の在高になった金種が
存在する場合には、今から開始される取引において支障が発生する可能性があるためであ
る。
【０１０３】
　また、操作表示部１５２、ＰＯＳ表示部３５１等の表示部における表示態様としては、
第一閾値未満及び／又は第二閾値未満の在高になった金種の在高のみを拡大して表示する
ようにしてもよい。
【０１０４】
　また、上記では、装置制御部１１における制御態様を中心に説明してきたが、装置制御
部１１が行っていた制御を、ＰＯＳ制御部３０２等の外部装置の外部制御部が行ってもよ
い。
【０１０５】
　なお、以下では、操作表示部１５２、並びに、ＰＯＳ表示部３５１及び外付けの表示部
（図示せず）を含む外部表示部のいずれかを示す用語として「表示部４０」を用いて説明
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する。また、装置制御部１１と、ＰＯＳ制御部３０２とを含む外部制御部のいずれかを示
す用語として「制御部１０」を用いて説明する。
【０１０６】
《方法》
　本実施の形態による処理方法は、以下のような工程を含む。
【０１０７】
　制御部１０によって、ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数
が、設定された閾値以上であるか否かについて判断する（判断工程）。
【０１０８】
　表示部４０によって、ある金種の在高に関する情報を表示する（表示工程）。この表示
工程において、表示部４０は、制御部１０がある金種の金種別収納部１６１，２６１に収
納された貨幣の枚数を閾値以上であると判断した場合と閾値未満であると判断した場合と
で、当該ある金種の在高に関する情報を異なる態様で表示するようになっている。「方法
」における、表示部４０における表示態様としては、「構成」で述べた事項の全てを採用
することができる。しかしながら、重複する記載となることから、以下では、採用しうる
主要な態様について列記するに留める。
【０１０９】
　判断工程において、制御部１０が、ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納され
た貨幣の枚数が閾値以上であると判断した場合には、表示工程において、表示部４０が当
該ある金種の在高に関する文字情報を表示しなくてもよい。他方、判断工程において、制
御部１０が、ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が閾値未満
であると判断した場合には、表示部４０が当該ある金種の在高に関する文字情報を表示し
てもよい（第一の態様を参照）（図８乃至図１０等を参照）。
【０１１０】
　判断工程において、制御部１０が、ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納され
た貨幣の枚数が閾値以上であると判断した場合には、表示工程において、表示部４０が当
該ある金種の在高に関するグラフを表示してもよい。他方、判断工程において、制御部１
０が、ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が閾値未満である
と判断した場合には、表示工程において、表示部４０が当該ある金種の在高に関するグラ
フを表示しなくてもよい（第二の態様を参照）（図８乃至図１０等を参照）。
【０１１１】
　判断工程において、制御部１０がある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された
貨幣の枚数が閾値以上であると判断した場合と閾値未満であると判断した場合とで、表示
工程において、表示部４０が、当該ある金種に関する情報又は当該ある金種に関する情報
を表示する領域の背景を異なる色で表示してもよい（第三の態様を参照）（図９及び図１
０等を参照）。
【０１１２】
　判断工程において、制御部１０が、ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納され
た貨幣の枚数が閾値以上であると判断した場合には、表示工程において、表示部４０が当
該ある金種の在高に関する情報を表示せず、他方、判断工程において、制御部１０が、あ
る金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が閾値未満であると判断し
た場合には、表示工程において、表示部４０が当該ある金種の在高に関する情報を表示す
るようにしてもよい。この際、在高に関する情報は、在高に関する文字情報を含んでもよ
い（第四の態様を参照）（図１３（ａ）を参照）。
【０１１３】
　判断工程において、制御部１０が、ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納され
た貨幣の枚数が閾値以上であると判断した場合には、表示工程において、表示部４０が当
該ある金種の補充処理に関する情報を表示せず、他方、制御部１０が、ある金種の金種別
収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が閾値未満であると判断した場合には、表
示工程において、表示部４０が当該ある金種の補充処理に関する情報を表示してもよい（
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第五の態様を参照）（図８乃至図１０等を参照）。
【０１１４】
　閾値は、第一閾値と、第一閾値よりも小さな第二閾値とを含んでもよい。この態様では
、判断工程において、制御部１０が、ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納され
た貨幣の枚数を、第一閾値以上であると判断した場合、第一閾値未満であって第二閾値以
上であると判断した場合、及び、第二閾値未満であると判断した場合の各々で、表示工程
における表示部４０の表示態様が異なるようにしてもよい。
【０１１５】
　なお、閾値が、第一閾値と、第一閾値よりも小さな第二閾値とを含んでいる場合には、
例えば、第一の態様、第二の態様、第四の態様及び第五の態様における閾値が第一閾値で
あり、第三の態様における閾値が第一閾値及び第二閾値を含んでもよい。
【０１１６】
　また、通常処理モードのときに、判断工程において、制御部１０が、ある金種の金種別
収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が、設定された閾値以上であるか否かにつ
いて判断し、制御部１０がある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚
数を閾値以上であると判断した場合と閾値未満であると判断した場合とで、表示工程にお
いて、表示部４０が、当該ある金種の在高に関する情報を異なる態様で表示してもよい。
この態様では、通常処理モードにおいて、判断工程で、制御部１０がある金種の金種別収
納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が閾値以上であると判断した場合に、表示工
程で、表示部４０が、当該ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚
数に関する文字情報を表示しない、及び／又は、グラフを表示するようにしてもよい。他
方、判断工程で、制御部１０がある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣
の枚数が閾値未満であると判断した場合に、表示工程で、表示部４０が、当該ある金種の
金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数に関する文字情報を表示する、及び
／又は、グラフを表示しないようにしてもよい。
【０１１７】
　また、補充処理モードにおいて、判断工程で、制御部１０は、ある金種の金種別収納部
１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が、設定された閾値以上であるか否かについて判
断し、制御部１０がある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数を閾
値以上であると判断した場合と閾値未満であると判断した場合とで、表示工程で、表示部
４０が、当該ある金種の在高に関する情報を異なる態様で表示するよういしてもよい。こ
の態様では、判断工程において、制御部１０がある金種の金種別収納部１６１，２６１に
収納された貨幣の枚数が閾値以上であると判断した場合に、表示工程において、表示部４
０が、当該ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数に関する在高
情報を表示せず、他方、判断工程において、制御部１０がある金種の金種別収納部１６１
，２６１に収納された貨幣の枚数が閾値未満であると判断した場合に、表示工程において
、表示部４０が、当該ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数に
関する在高情報を表示するようにしてもよい。
【０１１８】
《効果》
　次に、上述した構成からなる本実施の形態によって達成される効果であって、まだ述べ
ていない効果又はとりわけ重要な効果について説明する。
【０１１９】
　本実施の形態によれば、ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚
数が、設定された閾値以上であるか否かが判断され、ある金種の金種別収納部１６１，２
６１に収納された貨幣の枚数を閾値以上であると判断した場合と閾値未満であると判断し
た場合とで、当該ある金種の在高に関する情報を異なる態様で表示する。このため、貨幣
処理装置１００，２００内の貨幣の枚数が少なくなったことを目立たせることができる。
【０１２０】
　より具体的には、上述した第一の態様のように、制御部１０が、ある金種の金種別収納
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部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が閾値以上であると判断したとき、表示部４０
が当該ある金種の在高に関する文字情報を表示せず、他方、制御部１０が、ある金種の金
種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が閾値未満であると判断したとき、表
示部４０が当該ある金種の在高に関する文字情報を表示する態様を採用した場合には、閾
値未満の枚数しか金種別収納部１６１，２６１に収納されていない金種の貨幣についての
み、当該金種の在高に関する文字情報を表示することになる（図８乃至図１０等を参照）
。このため、貨幣処理装置１００，２００内の貨幣の枚数が少なくなったことを、当該金
種の文字情報の表示を開始することで目立たせることができる。ちなみに、金種別収納部
１６１，２６１に十分な枚数の貨幣が収納されている場合には、いくらの貨幣が収納され
ているかは必要とされない傾向があり、むしろ目障りになることもある。他方、金種別収
納部１６１，２６１に収納されている貨幣の枚数が減ると、何枚の貨幣が収納されている
のかを知りたいというニーズがある。この点、本態様を採用した場合には、これらの点に
対応した貨幣処理装置１００，２００を提供できる点でも優れている。
【０１２１】
　また、上述した第二の態様のように、制御部１０が、ある金種の金種別収納部１６１，
２６１に収納された貨幣の枚数が閾値以上であると判断したときには、表示部４０が当該
ある金種の在高に関するグラフを表示し、他方、制御部１０が、ある金種の金種別収納部
１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が閾値未満であると判断したときには、表示部４
０が当該ある金種の在高に関するグラフを表示しない態様を採用した場合には、閾値未満
の枚数しか金種別収納部１６１，２６１に収納されていない金種の貨幣については、当該
金種の在高に関するグラフが表示されなくなる（図８乃至図１０等を参照）。このため、
貨幣処理装置１００，２００内の貨幣の枚数が少なくなったことを、当該金種のグラフの
表示を消すことで目立たせることができる。
【０１２２】
　なお、第一の態様と第二の態様における閾値が同じものであり第一の態様と第二の態様
とを組み合わせた場合には、閾値以上の枚数が金種別収納部１６１，２６１に収納されて
いる場合には、当該金種の在高に関するグラフが表示部４０に表示され、他方、閾値未満
の枚数が金種別収納部１６１，２６１に収納されるようになった場合には、当該金種の在
高に関するグラフが消えて、当該金種の在高に関する文字情報が表示されることになる。
このため、表示部４０にグラフが表示されているのか又は文字情報が表示されているのか
で、貨幣処理装置１００，２００内の貨幣の枚数が閾値以上であるのか又は閾値未満であ
るのかを操作者が一目で判断することができる。
【０１２３】
　また、上述した第三の態様のように、制御部１０がある金種の金種別収納部１６１，２
６１に収納された貨幣の枚数が閾値以上であると判断したときと閾値未満であると判断し
たときとで、当該ある金種に関する情報又は当該ある金種に関する情報を表示する領域の
背景を表示部４０が異なる色で表示する態様を採用した場合には、閾値以上の枚数が金種
別収納部１６１，２６１に収納されているときと閾値未満の枚数しか金種別収納部１６１
，２６１に収納されていないときとで、当該金種に関する情報が異なる色で表示部４０に
おいて表示される、又は、当該金種に関する情報を表示する領域の背景が異なる色で表示
部４０において表示される（図９及び図１０等を参照）。このため、貨幣処理装置１００
，２００内の貨幣の枚数が閾値以上であるのか又は閾値未満であるのかを目立たせること
ができ、このことを操作者が一目で判断することができる。
【０１２４】
　なお、この第三の態様を第一の態様と組み合わせるとともに、第一の態様における閾値
が第一閾値であり、第三の態様における閾値が第一閾値よりも小さな値の第二閾値である
態様を採用した場合には、貨幣処理装置１００，２００内のある金種の貨幣の枚数が減っ
てきて、貨幣処理装置１００，２００内の当該金種の貨幣の枚数が第一閾値未満となった
ときには、表示部４０に当該金種の文字情報が表示されることになる。さらに貨幣処理装
置１００，２００内の貨幣の枚数が減ってきて、貨幣処理装置１００，２００内の貨幣の
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枚数が第二閾値未満となったときには、当該金種の在高に関する情報及び／又は当該金種
の在高に関する情報を表示する領域の背景が、異なる色（好ましくは強調色）で表示され
てもよい。この場合には、操作者は、表示部４０における表示態様を見るだけで、各金種
の在高の状況（通常の状態なのか、ニアエンプティの状態なのか、又は、エンプティの状
態なのか）を一目で把握することができる。
【０１２５】
　ちなみに、第三の態様を第一の態様及び第二の態様に組み合わせるとともに、第一の態
様及び第二の態様における閾値が第一閾値であり、第三の態様における閾値が第一閾値よ
りも小さな値の第二閾値である態様を採用した場合には、貨幣処理装置１００，２００内
のある金種の貨幣の枚数が減ってきて、貨幣処理装置１００，２００内の当該金種の貨幣
の枚数が第一閾値未満となったときには、表示部４０に当該金種の文字情報が表示される
とともに当該金種の在高に関するグラフが消えることになる。それ以降は、上述した態様
と同じであり、さらに貨幣処理装置１００，２００内の貨幣の枚数が減ってきて、貨幣処
理装置１００，２００内の貨幣の枚数が第二閾値未満となったときには、当該金種の在高
に関する情報及び／又は当該金種の在高に関する情報を表示する領域の背景が、異なる色
（好ましくは強調色）で表示されてもよい。この場合には、操作者は、より容易に、各金
種の在高の状況を把握することができる。
【０１２６】
　また、上述した第四の態様のように、制御部１０が、ある金種の金種別収納部１６１，
２６１に収納された貨幣の枚数が閾値以上であると判断したときには、表示部４０が当該
ある金種の在高に関する情報を表示せず、他方、制御部１０が、ある金種の金種別収納部
１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が閾値未満であると判断したときには、表示部４
０が当該ある金種の在高に関する情報を表示する場合には、閾値未満の枚数しか金種別収
納部１６１，２６１に収納されていない金種の貨幣についてのみ、当該金種の在高に関す
る情報が表示されることになる（図１３（ａ）を参照）。このため、貨幣処理装置１００
，２００内の貨幣の枚数が少なくなったことを、当該金種の情報の表示を開始することで
目立たせることができる。なお、本態様の「在高に関する情報」が在高に関する文字情報
である場合には、表示部４０で表示された文字情報に基づいて、当該金種の在高がどの程
度であるのかを操作者が容易に把握することができる。ちなみに、「在高に関する情報」
が文字情報ではなくグラフ等であっても、当該金種の在高がどの程度であるのかについて
、操作者がある程度把握することできる。
【０１２７】
　「在高に関する情報」が在高に関する文字情報を含むときの第四の態様を第三の態様に
組み合わせるとともに、第四の態様における閾値が第一閾値であり、第三の態様における
閾値が第一閾値よりも小さな値の第二閾値である態様を採用した場合には、貨幣処理装置
１００，２００内のある金種の貨幣の枚数が減ってきて、貨幣処理装置１００，２００内
の当該金種の貨幣の枚数が第一閾値未満となったときには、当該金種について何も表示さ
れていなかった状態から表示部４０に当該金種の文字情報が表示されることになる。さら
に貨幣処理装置１００，２００内の貨幣の枚数が減ってきて、貨幣処理装置１００，２０
０内の貨幣の枚数が第二閾値未満となったときには、当該金種の在高に関する情報及び／
又は当該金種の在高に関する情報を表示する領域の背景が、異なる色（好ましくは強調色
）で表示されてもよい。この場合には、操作者は、より容易に、各金種の在高の状況を把
握することができる。
【０１２８】
　また、上述した第五の態様のように、制御部１０が、ある金種の金種別収納部１６１，
２６１に収納された貨幣の枚数が閾値以上であると判断したときには、表示部４０が当該
ある金種の補充処理に関する情報を表示せず、他方、制御部１０が、ある金種の金種別収
納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が閾値未満であると判断したときには、表示
部４０が当該ある金種の補充処理に関する情報を表示する態様を採用した場合には、閾値
未満の枚数しか金種別収納部１６１，２６１に収納されていない金種の貨幣についてのみ
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、当該金種の補充処理に関する情報が表示されることになる（図８乃至図１０等を参照）
。このため、貨幣処理装置１００，２００内の貨幣の枚数が少なくなったことを、当該金
種の補充処理に関する情報の表示を開始することで目立たせることができる。
【０１２９】
　なお、「補充処理に関する情報」が補充を促すメッセージや補充可能な貨幣量等を含ん
でいる場合には、操作者にどのような補充処理を行えばよいのかを把握させることができ
る点で有益である。この補充可能な貨幣量は、硬貨においては棒金の本数を用いて示され
てもよいし、紙幣においては結束された紙幣束の束数を用いて示されてもよい。なお、棒
金は５０枚の硬貨からなるものとして計算され（５００円硬貨に関しては２０枚の硬貨か
らなるものとして計算されてもよい。）、紙幣束の束数は１００枚の紙幣からなるものと
して計算されてもよい。
【０１３０】
　第五の態様を第三の態様に組み合わせるとともに、第五の態様における閾値が第一閾値
であり、第三の態様における閾値が第一閾値よりも小さな値の第二閾値である態様を採用
した場合には、貨幣処理装置１００，２００内のある金種の貨幣の枚数が減ってきて、貨
幣処理装置１００，２００内の当該金種の貨幣の枚数が第一閾値未満となったときには、
当該金種の補充処理に関する情報が表示されることになる。さらに貨幣処理装置１００，
２００内の貨幣の枚数が減ってきて、貨幣処理装置１００，２００内の貨幣の枚数が第二
閾値未満となったときには、当該金種の補充処理に関する情報及び／又は当該補充処理に
関する情報を表示する領域の背景が、異なる色（好ましくは強調色）で表示されることに
なる。このため、操作者は、より容易に、各金種の在高の状況を把握することができる。
【０１３１】
　なお、閾値が、第一閾値と、第一閾値よりも小さな第二閾値とを含む場合であって、制
御部が、ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数を、第一閾値以
上であると判断したとき、第一閾値未満であって第二閾値以上であると判断したとき、及
び、第二閾値未満であると判断したときの各々で、表示部４０における表示態様が異なる
態様を採用した場合には、ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚
数の３つの状況において表示部４０における表示態様を変えることができる。このため、
操作者は、貨幣の在高の状況を表示部４０の表示態様だけで把握することができる。
【０１３２】
　また、上述した第一の態様乃至第五の態様のいずれか又は２つ以上の任意の組み合わせ
が、通常処理モードにおいて採用された場合には、通常処理モードにおいて、各金種に関
して、貨幣処理装置１００，２００内の貨幣の枚数が少なくなったことを目立たせること
ができる。このため、操作者は、通常の処理を行っている間に、補充が必要な貨幣を容易
に把握することできる。この結果、操作者は適度なタイミングで補充処理を行うことがで
き、貨幣処理装置１００，２００内の貨幣が不足する状況が発生することを未然に防止す
ることができる。
【０１３３】
　ちなみに、通常処理モードにおいて、制御部１０がある金種の金種別収納部１６１，２
６１に収納された貨幣の枚数が第一閾値以上であると判断したときに、表示部４０が、当
該ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数に関する文字情報及び
／もしくは補充処理に関する情報を表示しない、並びに／又は、グラフを表示し、他方、
当該通常処理モードにおいて、制御部１０がある金種の金種別収納部１６１，２６１に収
納された貨幣の枚数が第一閾値未満であると判断したときに、表示部４０が、当該ある金
種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数に関する文字情報及び／もしく
は補充処理に関する情報を表示する、並びに／又は、グラフを表示しない態様を採用した
場合（第一の態様、第二の態様及び第五の態様を参照）であって、制御部１０がある金種
の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が第二閾値以上であると判断した
ときと第二閾値未満であると判断したときとで、当該ある金種に関する情報又は当該ある
金種に関する情報を表示する領域の背景を表示部４０が異なる色で表示するようにした場
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合（第三の態様を参照）には、第一閾値と第二閾値の二段階で操作者に在高に関する情報
を提供することができる。このため、貨幣処理装置１００，２００内の貨幣が不足する状
況が発生することをより確実に未然に防止することができる。
【０１３４】
　また、上述した第一の態様乃至第五の態様のいずれか又は２つ以上の任意の組み合わせ
が、補充処理モードにおいて採用された場合には、補充処理モードにおいて、どの金種の
貨幣を補充すべきかを目立たせることができる。このため、操作者等の補充処理者は、補
充処理を行う際に、どの金種の貨幣を補充すべきかを容易に把握することできる。この結
果、補充処理者は、効率よく補充処理を行うことができる。
【０１３５】
　ちなみに、補充処理モードにおいて、制御部１０がある金種の金種別収納部１６１，２
６１に収納された貨幣の枚数が閾値以上であると判断したときに、表示部４０が、当該あ
る金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数に関する在高情報を表示せ
ず、他方、補充処理モードにおいて、制御部１０がある金種の金種別収納部１６１，２６
１に収納された貨幣の枚数が閾値未満であると判断したときに、表示部４０が、当該ある
金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数に関する在高情報を表示する
態様（第四の態様を参照）を採用した場合には、補充すべき金種の在高情報のみが表示さ
れることから、どの金種の貨幣を補充すべきかを、補充処理者がより容易に把握すること
ができる。
【０１３６】
　さらに、補充処理モードにおいて、装置制御部１１がある金種の金種別収納部１６１，
２６１に収納された貨幣の枚数が第一閾値以上であると判断した場合に、操作表示部１５
２が、当該ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数に関する在高
情報を表示せず、他方、補充処理モードにおいて、装置制御部１１がある金種の金種別収
納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が第一閾値未満であると判断した場合に、操
作表示部１５２が、当該ある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数
に関する在高情報を表示するようにした場合であって（第四の態様を参照）、装置制御部
１１がある金種の金種別収納部１６１，２６１に収納された貨幣の枚数が第二閾値以上で
あると判断した場合と第二閾値未満であると判断した場合とで、当該ある金種に関する情
報又は当該ある金種に関する情報を表示する領域の背景を操作表示部１５２が異なる色で
表示するようにした場合（第三の態様を参照）には、第一閾値と第二閾値の二段階で操作
者に在高に関する情報を提供することができる。このため、より効率よく、補充処理を行
うことができる。
【０１３７】
　ちなみに、音声を用いて情報を報知する音声報知部（図示せず）がさらに設けられてい
てもよい。そして、この音声報知部によって、各金種の在高に関する情報が音声で報知さ
れてもよい。この際、在高が第一閾値未満である旨や第二閾値未満である旨が報知される
ようにしてもよい。また、パトランプ等の補助報知部（図示せず）が設けられており、在
高が第一閾値未満の貨幣がある旨や第二閾値未満の貨幣がある旨が補助報知部を介して（
例えばパトランプの色を変えて）報知されるようにしてもよい。
【０１３８】
　また、操作表示部１５２での表示態様とＰＯＳ表示部３５１での表示態様が全く同一又
は略同一になっていてもよい。このような態様を採用した場合には、操作表示部１５２及
びＰＯＳ表示部３５１において同じ表示態様を用いて、操作者が在高を確認することがで
き、直感的に在高を把握しやすくなる点で有益である。また、出納室や会計室に設置され
た上位装置の表示部（外部表示部に含まれる。）においても、操作表示部１５２での表示
態様及び／又はＰＯＳ表示部３５１での表示態様と全く同一又は略同一になっていてもよ
い。この際にも、管理者等が直感的に在高を把握しやすくなる点で有益である。
【０１３９】
　ところで、上述した各実施の形態の記載及び図面の開示は、特許請求の範囲に記載され
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て特許請求の範囲に記載された発明が限定されることはない。このため、上述した実施の
形態のように入金処理が可能となった貨幣処理装置１００，２００ではなく、入金処理を
行うことができず出金処理のみが可能となった貨幣処理装置を採用することもできる。ま
た、貨幣処理装置１００，２００は貨幣釣銭機である必要はなく、銀行等の金融機関の窓
口に設置される貨幣入出金機１００’，２００’（図１４を参照）を採用することもでき
る。なお、符号１５２’は、貨幣入出金機１００’，２００’における表示部を示してい
る。
【０１４０】
　また、上記では、操作表示部１５２による操作態様を中心に説明してきたが、操作表示
部１５２で行っていた操作を、ボタン式操作部１５３や、ＰＯＳ操作部３５２及び外付け
の操作部を含む外部装置の外部操作部から行ってもよい。また、上記では、装置記憶部６
０で情報が記憶されている旨説明してきたが、装置記憶部６０で記憶されていた内容を、
ＰＯＳ記憶部３０５及びサーバ４００の記憶部（図示せず）を含む外部装置の外部記憶部
で記憶してもよい。
【符号の説明】
【０１４１】
４０　　　　　表示部
６０　　　　　記憶部
１００　　　　硬貨処理装置
１５２　　　　操作表示部（操作部、表示部）
１５３　　　　ボタン式操作部（操作部）
２００　　　　紙幣処理装置
３００　　　　ＰＯＳレジスタ
３５１　　　　ＰＯＳ表示部（表示部）
３５２　　　　ＰＯＳ操作部（操作部）
５００　　　　棒金管理機
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